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全国の状況 
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全国の状況 

既に判決がなされた裁判所 

 
 前橋地裁（2017年3月17日判決） 

  

 千葉地裁（2017年9月22日判決） 

 
 福島地裁（2017年10月10日判決） 
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全国の状況 

本年度（2018年3月末）中に判決がなされる裁判所 

 
 東京地裁〔小高に生きる訴訟〕（2018年2月7日判決予定） 

  

 京都地裁（2018年3月15日判決予定） 

 
 東京地裁〔首都圏弁護団〕（2018年3月16日判決予定） 

 
 福島地裁いわき支部（2018年3月22日判決予定） 
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判決の内容 

 前橋地裁判決 

 
 慰謝料だけを請求した事件 

 
 国の責任を認めた 

  

 区域外からの避難した原告についても賠償を認めた 

 
 認めた慰謝料額は 
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判決の内容 

 千葉地裁判決 

 
 慰謝料と財産的損害を請求した事件 

 
 国の責任を認めなかった 

  

 区域外からの避難した原告についても賠償を認めた 

 
 避難慰謝料とは別の慰謝料を認めた 
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判決の内容 

 福島地裁判決 

 
 原状回復と慰謝料を求めた事件 

 
 国の責任を認めた 

  

 区域外からの避難した原告についても賠償を認めた 

 
 認めた損害額は 
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裁判の到達点 

国、東京電力の責任について 

 
 津波を予見することができた 

国の責任を認めなかった千葉地裁も津波が予見できたことは認
めている 

 
 対策を採っていれば事故を防ぐことができた 
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裁判の到達点 

被害の認定について 

 
 被害が強制避難区域外に広がっていることを認めた 

 
 強制避難区域外からの避難にも合理性があるとされた 

 
 区域外からの避難についても慰謝料を認めた 

 
 避難慰謝料以外にも慰謝料を認めた 
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被害回復のために 

 国と東京電力の責任を確実に認めさせること 

 

 
 被害について 

 
 強制避難区域外の被害を認めさせること 

 
 強制避難区域内外を問わず十分な賠償を行うこと 

 
 お金以外の被害回復方法についても確立すること 
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